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酸
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）、加
里（
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）を
主
要
な
三
要
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と

す
る
、農
作
物
の
栽
培
に
用
い
ら
れ
る
農

業
資
材
の
一
つ
で
あ
り
、無
機
化
合
物

を
原
料
と
し
て
化
学
的
に
製
造
さ
れ
る

「
化
学
肥
料
」と
、動
植
物
性
の
有
機

物
を
原
料
と
す
る「
有
機
質
肥
料
」に

大
別
さ
れ
ま
す
。
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の
商
流
は
、「
系
統
系
」と
呼
ば
れ

る
全
国
農
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協
同
組
合
連
合
会（
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農
）を
経
由
す
る
経
路
と
、「
商
系
」と

呼
ば
れ
る
商
社
を
経
由
す
る
経
路
の

２
つ
が
存
在
し
ま
す
。農
家
の
70
％
超

が
、系
統
系
に
お
け
る
肥
料
小
売
業
者

に
あ
た
る「
J
A
」を
通
じ
て
肥
料
を
購

入
す
る
な
ど
、系
統
系
の
シェア
が
非
常

に
大
き
い
業
界
で
す
。
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目
は
、国
内
肥
料
消
費
量
の
減

少
で
す
。農
作
物
の
作
付
面
積
が
減
少

傾
向
に
あ
る
こ
と
や
、農
業
経
営
に
お
け

る
コ
ス
ト
削
減
を
目
的
に
施
肥
量
を
減

ら
す
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

よ
り
、国
内
肥
料
消
費
量
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。（
図
1
）
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を
目
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に
、全
農
を
中
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に
肥
料
価
格
の
引
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に
向
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た
取
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。肥
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に
よ
っ
て
は
、価
格
が
最
大

30
％
程
度
低
下
す
る
な
ど
、価
格
競
争

が
激
化
し
て
い
ま
す
。

　
三
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目
は
、大
規
模
農
業
経
営
体
の

増
加
で
す
。大
規
模
農
業
経
営
体

（
経
営
耕
地
面
積
が
　
　
以
上
の
農
業

経
営
体
）が
経
営
す
る
耕
地
面
積
が
増

加
し
て
お
り
、全
国（
北
海
道
を
除
く
）

で
は
、2
0
0
0
年
の
約
7
万
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に
対

し
2
0
1
5
年
に
は
41
万
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、耕
地
面

積
全
体
に
占
め
る
割
合
も
2
0
0
0

年
の
2
・
6
％
に
対
し
2
0
1
5
年
に
は

17
・
3
％
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、九
州
に
着
目
す
る
と
、2
0
0
0

年
の
約
8
千
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に
対
し
2
0
1
5
年
に

は
約
６
万
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、耕
地
面
積
全
体
に
占
め

る
割
合
は
2
0
0
0
年
の
1
・
9
％

に
対
し
2
0
1
5
年
は
16
・
5
％
と
、

全
国
と
同
様
に
大
幅
に
増
加
し
て
お

り
、今
後
更
な
る
大
規
模
農
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経
営
体

の
伸
展
が
見
込
ま
れ
ま
す
。（
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に
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関
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事
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者
間
の
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争
は
、今
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化
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こ
と
が
想
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ま
す
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に
よ
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の
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の
み
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ず
、土
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や

作
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毎
に
適
し
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肥
料
の
開
発
・
提
供

や
、適
切
な
施
肥
タ
イ
ミ
ン
グ
と
いっ
た

営
農
指
導
の
強
化
な
ど
、提
供
す
る

商
材
の
付
加
価
値
を
い
か
に
高
め
る
か

が
重
要
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
肥
料
は
農
作
物
の
品
質
を
左
右
す

る
農
業
資
材
の
一
つ
で
あ
り
、肥
料
業

界
の
動
向
は
、農
業
の
動
向
と
密
接
な

関
係
に
あ
り
ま
す
。肥
料
関
連
事
業
者

が
今
後
の
取
組
み
を
検
討
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、農
作
物
の
需
要
拡
大
や
販

路
の
整
備
な
ど
、農
業
、そ
し
て
そ
の
先

に
あ
る
食
品
産
業
と
いっ
た
関
連
分
野

に
つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
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必
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が
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る
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れ
ま
す
。
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ト
の
詳
細
版
を
ご
希
望
さ
れ
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方
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肥料業界を取り巻く環境の変化と
事業者の今後の方向性

SURVEYREPORT
調査レポート

　近年、肥料業界では、政府主導で進められている
｢農業競争力強化プログラム｣により、肥料価格の引下
げに向けた取組みが行われるなど、業界を取り巻く環境
は大きく変わりつつあります。
　今回は、肥料業界を取り巻く環境の変化と、その
変化に対応するための事業者の方向性について、ご紹
介します。
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増
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●（図1）国内主要肥料消費量
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（出典）農林統計協会編『ポケット肥料要覧　2017/2018』
主要肥料：硫安、石灰窒素、尿素、硝安、塩安、過りん酸石灰、重過りん酸、熔成りん肥、塩化加里、硫酸加里、高度化成、普通化成  
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